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「 金 融 庁 の 改革 に つい て 一 国民 の た め 、 国 益 の た め に 絶え ず 自 己 変革 で 





きる 組織 ヘー」 の 公表 に つい て 


金融 シス テム を 守り 、 金融 が その 機能 を 十分 に 発揮 する こと に よっ て 、 
企業 や 経済 が 成長 し 、 国 民 の 資産 形成 を 実現 し て いく こと が 、 人 金融 行政 の 
目標 で す 。 今後 、 金 融 庁 が 、 国 民 の 期待 と 信頼 に 応え て いく た め に は 、 人 金 
融 庁 自身 を 、 常 に 課題 を 先取 り し 的 確 な 政策 を 立案 ・ 実 行 し て いけ る よう 、 
不断 に 自己 変革 で きる 組織 に し て いく 必要 が あり ます 。 

その た め に 不可 欠 な 、 ガ バナ ンス と 組織 文化 (カル チャ ー) の 改革 に つ 
いて 、 先 進 的 な 取組 み を 行っ て いる 民間 企業 や 外部 有識者 へ の ヒア リン グ 
を 実施 する と と も に 、 庁 内 職員 か ら も 人 材 育成 等 に 関す る 意見 を 聴取 し 、 
必要 な 施策 の 検討 を 進め て きま し た 。 こ うし た プロ セス を 経て 、7 月 4 日 、 
金融 庁 改 革 の 基本 的 な 考え 方 、 全 体 像 を と り ま と め 、 公 表し まし た 。 


内 閣 、 担 当 大 臣 、 法 律 、 国家 公務 員 制 度 の 下 で の 統制 
【 外 部 】 ガバナンス 【 内 部 】 組織 文化 





金融 行政 の 執行 が 、 職員 一 人 ひと り が 
目標 の 実現 に 資す る も の か 金融 行政 の 執行 「 国 民 ・ 国 益 の た め 」 に 働く こと を 
外部 (民間 ) か ら チ ェ ッ ク 常に 意識 し 、 行動 と し て 定着 

ーー 
質 の 高い 金融 行政 の 実現 











〇 ガバ ナン ス 改 革 

組織 を 継続 的 に 変革 し て いく た め に は 、 外 部 の 意見 や 批判 を 受け 止め 、 
改善 に つなげ る 「 開 か れ た 体制 」 に し て いく 必要 が あり ます 。 外 部 の 意見 
を 継続 的 か つ 的 確 に 金融 行政 に 反映 で きる よう 、 以 下 の 観 点 か ら 具 体 的 な 
施策 を 「 当 面 の ガバ ナン ス 基 本 方 針 」 と し て と り ま と め 、 公 表し まし た 。 


> 金融 行政 運営 の 検討 プロ セス へ の 民間 有識者 の 参画 
と 行政 運営 の 質 を 高め る た め の 外 部 の 目線 の 導入 
> 関係 者 と の 建設 的 な 対話 を 可能 と する た め の 積 極 的 な 情報 発信 


〇 組織 文化 (カル チャ ー) の 改革 

質 の 高い 金融 行政 を 実現 する た め に は 、 金融 庁 で 働く 職員 一 人 ひと り が 
「 国 の た め に 貢献 し た い 」、「 成 長 し て 自分 の 価値 を 高め た い 」 と 常に 意識 
し 、 行 動 で きる よう な 組織 文化 (カル チャ ー) を 確立 する こと が 必要 で す 。 
その た め に 、 以 下 の 観 点 か ら 具 体 的 な 施策 を 「 当 面 の 人 事 基本 方 針 」 と し 
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て と り ま と め 、 公 表し まし た 。 


真 に 国民 の た め 、 国 益 の た め に 働く と いう 行動 の 定着 

新た な 行政 課題 へ の 的 確 な 対応 を 可能 と する リー ダー シッ プ 
質 の 高い 金融 行政 を 可能 と する 多様 で 専門 性 の 高い 組織 
職員 一 人 ひと り と 向き 合う 人 材 政 策 

ワー クラ イフ バラ ンス を 実現 する 職場 環境 

人 事 改革 を 定着 ・ 深 化 さ せる 仕組 み の 構 築 


Vv YY ツ 


今後 は 、 金 融 庁 の 改革 を 実現 する た め 、「 当 面 の 人 事 基 本 方 針 」「 当 面 の 
ガバ ナン ス 基 本 方 針 」 に 掲げ た 諸 施 策 を 具体 化し 、 着 実に 実施 し て いき ま 
す 。 ま た 、 人 金融 庁 が 、 そ こ で 働く 職員 一 人 ひと り に と っ て 、 仕 事 に や り が 
い を 感じ 、 自 身 の 成長 を 実感 で きる 職場 と な る た め に 、 若 手 職員 を 中 心 と 
し た 人 材 の 活用 ・ 育 成 や 、 組 織 の 活性 化 に も 積極 的 に 取り 組み ます 。 


改革 を 通し て 、「 金 融 庁 で 働く 一 人 ひと り の 職員 が 、 絶 え ず 国益 へ の 貢 
献 を 意識 し て 行動 する こと で 、 質 の 高い 金融 行政 を 実現 し 、 国 民 の 期待 と 
信頼 に 応え られ る よう に な る 」 こ と 、 そ の 結果 と し て 、「 金 融 庁 が 、 一 人 
ひと り の 職員 に と っ て 、 仕 事 の 大 小 に か か わら ず 、 国 家 公務 員 と し て の や 
り が い を 感じ 、 働 いて よかっ た と 思え る 職場 に な る 」 こ と を 目指 し ます 。 


※ 詳し く は 、 金融 庁 ウェ ブサ イト の 「 報 道 発表 資料 」 か ら 「 人 金融 庁 の 改 
革 に つい て 一 国民 の た め 、 国 益 の た め に 絶え ず 自 己 変革 で きる 組織 へ 
一 」 (平成 30 年 7 月 4 日 ) に アク セス し て くだ さい 。 


NISA (一 般 ・ つ みた て ) の 現状 、「 職 場 つ みた て N I SA」 の 取 


組み の 現状 等 に つい て 





金融 庁 で は 、 家 計 の 安定 的 な 資産 形成 を 図る 観点 か ら 、 つ みた て NIS 
A の 普及 ・ 利 用 促進 に 向け た 取組 み を 行っ て いま す 。 

7 月 2 日 に 、NISA (一 般 ・ つ みた て ) の 現状 (平成 30 年 3 月 末 時 
点 ) や 「 職 場 つ みた て N 1 S A」 の 取組 み の 現 状 等 に つい て まとめ 、 公 表 
し まし た 。 


O NISA (一 般 ・ つ みた て ) の 現状 


調査 結果 (平成 30 年 月末 時 点 ) の ポイ ント 


NISA (一 般 ・ つ みた て ) 
・ 総 口座 数 は 、 約 1.168 万 口座 

(平成 29 年 12 月 末 時 点 よ り 6.29% 増 ( 約 69 万 口座 増 ) ) 

うち 、 つ みた て N 1I SA の 口座 数 は 、 約 51 万 口座 
・ 総 頁 付 額 は 、 約 13 兆 9.399 億 円 

(平成 29 年 12 月 末 時 点 よ り 11.2% 増 ( 約 1 兆 4, 074 億 円 増 )) 














うち 、 つ みた て N 1I SA の 買 付 額 は 、 約 111 億 円 
ジュ ニア N ISA 
・ 口座 数 は 、 約 27 万 口座 

(平成 29 年 12 月 末 時 点 よ り 4.8% 増 ( 約 1 万 口座 増 )) 
・ 買 付 額 は 、 約 856 億 円 
(平成 29 年 12 月 末 時 点 よ り 28.5% 増 ( 約 190 億 円 増 ) 

















N I SA 制度 に つい て は 、 口 座 数 ・ 買 付 額 と も に 順調 に 推移 し 、 家 計 の 
安定 的 な 資産 形成 の た め の ツ ー ル と し て 、 着 実に 普及 が 進ん で いま す 。 

平成 30 年 1 月 か ら 口座 開設 が 開始 し た つみ た て N I SA に つい て は 、 平 
成 30 年 3 月 末 時 点 で 口座 数 は 約 51 万 口座 、 買 付 額 は 約 111 億 円 と な っ て い 
ます 。 口座 開設 者 の 内 訳 は 、 世 代 別 で 40 代 以下 が 約 7 割 と 一 般 N I SA と 
比べ て 高く な っ て いる ほか 、「 つ みた て N I SA の 新規 口座 開設 」 と 「 一 
般 NISA ( 非 稼働 ) か ら の 切替 え 」 の 合計 が 約 8 割 と な る な ど 、 つ みた 
て N I SA の 開始 を 契機 に 、 新 た に 投資 を 行う 層 が 広がり つつ あり ます 。 


世代 別 比 較 60 歳 代 70 歳 代 以上 【 一 般 NISA】 80 歳 代 20 歳 代 
a 9% 4% 


【 つ みた て NISA】 +1% 






新規 開設 / 切 り 替 え 


一 般 NISA (稼動 ) 
か ら の 切替 


一 般 NISA ( 非 稼動 ) 
か ら の 切替 


※ つみ た て NISA に つい て は 、 主 な 金融 機関 へ の ヒア リン グ ベ ー ス (平成 30 年 5 月 末 時 点 ) 
一 般 NISA に つい て は 、 全 金融 機関 調査 (平成 30 年 月末 時 点 ) 


4 


〇 「 職 場 つ みた て N I SA」 の 取組 み の 現 状 

現役 世代 を 中 心 に 、 安 定 的 な 資産 形成 の ニー ズ が 高まっ て いる 一 方 、 多 
く の 人 が 「 き っ か け 」 が な く 、 資 産 形成 (投資 ) に 踏み 込め な い 現 状 を 踏 
まえ 、 金 融 庁 で は 、 身 近 な 場 で ある 職場 を 通じ て 、① つ みた て N ISA・ 
iDeCo の 情報 、 ② 投 資 を 学べ る 機会 、 を 得 ら れる 「 職 場 つ みた て N 1 
S A」 の 普及 に 取り 組ん で いま す 。 

まず は 、 人 金融 庁 で 「 職 場 つ みた て N I S A」 を 導入 し 、 他 省庁 や 地方 自 
治 体 、 民 間 企 業 に も 同様 の 取組 み を 促し て きま し た 。 金融 庁 で は 、 資 産 形 
成 や つみ た て N 1I SA に 関す る 職員 向け の 説明 会 を 、 様 々 な 機会 を と ら え 
て 開催 し て お り 、 こ うし た 取組 み は 他 省庁 や 地方 公共 団体 に も 広がり つつ 
あり ます 。 


※ 詳し く は 、 人 金融 庁 ウ ェ ブ サイ ト の 「 報 道 発表 資料 」 か ら 「NISA 
_( 一 般 ・ つ みた て ) の 現状 、「 職 場 つ みた て N I SA」 の 取組 み の 現状 
等 に つい て 」 (平成 30 年 7 月 2 日 ) に アク セス し て くだ さい 。 


健全 性 政策 基本 方 針 ( 案 ) 及び コン プラ イア ンス ・ リ スク 管理 基本 方 針 


( 案 ) の 公表 に つい て 





金融 庁 で は 、「 金 融 検 査 ・ 監 督 の 考え 方 と 進め 方 (検査 ・ 監 督 基本 方 
針 )」 (平成 30 年 6 月 29 日 公表 ) を 踏ま え 、 同 日 、「 金 融 レ ステ ム の 安定 
を 目標 と する 検査 ・ 監 督 の 考え 方 と 進め 方 (健全 性 政策 基本 方 針 )」( 案 ) 
を 公表 し 、 ま た 、7 月 13 日 、「 コ ンプ ライ アン ス ・ リ スク 管理 に 関す る 検 
査 ・ 監 督 の 考え 方 と 進め 方 (コン プラ イア ンス ・ リ スク 管理 基本 方 針 )」 
( 案 ) を 公表 し 、 そ れ ぞ れ 意 見 募集 を 行い まし た 。 

各 方 針 の 概要 は 以下 の と お り で す 。 


〇 健全 性 政策 基本 方 針 ( 案 ) の 概要 
1. 本 基本 方 針 ( 案 ) の ポイ ント 


金融 機関 の 健全 性 の 評価 の 視点 
症 共存 庶 こ 広 か ら の 郊 点 


ent 。 


りみ 2 テイ | 一 92 ) Tr CE 


持続 39 大 、 パ ・ 詳 隊 を 人 ER ん 析 


N 誠 目 を 湯 に し て いる か 。 


て いる か .。 
流動 性 
・ 現 時 点 て 最低 (49 ・ 経 宮 補 1 し * に 次 多 桂 り 
896) に 抵 和 8 re を チェ レ 』 


( 後 始末 型 ) 





2. 健全 性 政策 の 目指 す 方 向 

① 健全 性 の 判断 に あたり 、 資 産 の 質 や 自己 資本 比率 と いっ た 特定 の 要 
素 を 形式 的 な 基準 に 照ら し て チェ ッ ク す る だ け は な く 、 個 々 の 人 金融 
機関 の 全体 と し て の 健全 性 や 金融 レシ ステ ム 全 体 の リス ク に つい て 包 
括 的 か つ 実 質 的 に 判断 し ます 。 

② 危機 に 事後 的 に 対処 する だ け で な く 、 危 機 を 予防 する た め に 課題 を 
先取 り し て 対応 する こと を 目指 し ます 。 

③ 金融 機関 の リス ク テ イ ク を 抑制 する こと だ け に 偏っ た 対応 を と る の 
で は な く 、 人 金融 機関 が 創意 工夫 を 発揮 で きる 環境 を 整え 、 適 正 な リ 
スク テイ ク を 通じ た 健全 性 の 確保 を 実現 する こと を 目指 し ます 。 


〇 コン プラ イア ンス ・ リ スク 管理 基本 方 針 の 概要 
1. 従来 の 問題 点 
従来 、 金 融 機関 の コン プラ イア ンス ・ リ スク 管理 に つい て は 、 以 下 
の よう な 傾向 が 見 られ まし た 。 
① 形式 的 な 法令 違反 の チェ ッ ク に 終始 、 表 面 的 な 再発 防止 策 の 策定 
等 、 ル ー ル ベー ス で の 対応 の 積み 重なり (「 コ ンプ ラ 疲 れ 」) 
② 発生 し た 個別 問題 に 対す る 事後 的 な 対応 
③ 経営 の 問題 と 切り 離さ れ た 、 管 理 部 門 中 心 の 局所 的 ・ 部 分 的 な 対 
応 


また 、 人 金融 庁 の 重箱 の 隅 を つつ く よ う な 検査 姿勢 が 、 上 記 対 応 を 助長 
し た 面 も ある と 考え られ ます 。 


2. 改善 の 方 向 性 (経営 の 問題 で ある と の 認識 の 醸成 ) 
従来 の 問題 点 、 金 融 機関 を めぐ る 環境 の 急速 の 変化 、 経 営 に 重大 な 
影響 を も た ら す 不祥事 が 発生 し て いる 状況 等 を 踏ま は そる と 、 人 金融 機関 
が コン プラ イア ンス ・ リ スク 管理 を 向上 させ て いく た め に は 、 以 下 の 
よう な 着眼 点 が 重要 に な る と 考え られ ます 。 
① 経営 較 に お いて 、 ビ ジネス モデ ル ・ 経 営 戦略 ・ 企 業 文化 と コン プ 
ライ アン ス を 表裏 一 体 で ある と の 認識 の 下 、 経 営 目 線 で の 内 部 管 
理 態 勢 を 主導 
② 「 世 間 の 常識 」 と ずれ な いた め に 、 外 部 有識者 等 の 視点 を 活用 す 
る ガバ ナン ス 態 勢 を 構築 
③ 潜在 的 な 問題 を 前 広 に 察知 し 、 そ の 顕在 化 を 未然 に 防止 
④ 金融 機関 の 規模 ・ 特 性 に 応じ た リス クベ ー ス で の メリ ハリ の ある 
管理 態勢 を 構築 


3. 金融 庁 の 今後 の 対応 
金融 機関 の コン プラ イア ンス ・ リ スク 管理 態勢 の 改善 を 促す べく 、 
金融 庁 は 以下 の よう に 対応 を 見 直し て まい り ま す 。 
① ルー ル ベ ー ス で は な く 、 経 営 の 間 題 と し て の 取組 み を 評価 する こ 
と を 目的 と し た 金融 機関 の 経営 陣 と の 対話 
② 重要 な 問題 に 焦点 を 当て た 、 リ スク ベー ス の モニ タリ ング 
③ 金融 機関 の 規模 ・ 特 性 に 応じ 、 負 担 に 配慮 


意見 募集 の 手続 き 期間 終了 後 で あっ て も 、 利 用 者 ・ 金 融 機 関 ・ 市 場 参 
加 者 を は じ め と し た 幅広 い ス テー ク ホ ル ダ ー と の 議論 を 行い 、 金 融 検 
査 ・ 監 督 の 継続 的 な 改善 に 努め て まい り ま す 。 

また 、 各 方 針 に 沿っ て 必要 な 態勢 整備 を 進め 、 新 し い 検 査 ・ 監 督 を 実 
行 に 移し 、 そ の 結果 を 各 方 針 の 改訂 に 反映 し て まい り ま す 。 


※ 詳し く は 、 金融 庁 ウェ ブサ イト の 「 報 道 発表 資料 」 か ら 、 金 融 シ ス 
テム の 安定 を 目標 と する 検査 ・ 監 督 の 考え 方 と 進め 方 (健全 性 政策 基本 
方 針 ) 」( 案 ) の 意見 募集 に つい て 』 (平成 30 年 6 月 29 日 )、『「 コ ンプ ラ 
イア ンス ・ リ スク 管理 に 関す る 検査 ・ 監 督 の 考え 方 と 進め 方 (コン プラ 
イア ンス ・ リ スク 管理 基本 方 針 ) 」( 案 ) の 公表 及び 意見 募集 に つい て 』 
(平成 30 年 7 月 13 日 ) に アク セス し て くだ さい 。 


高齢 社会 に お ける 金融 サー ビス の あり 方 (中 間 的 な と り ま と め ) に つ 


いて 





金融 庁 で は 、 高 齢 社会 に お ける 金融 サー ビス の あり 方 を 、 現 下 の 重 要 な 
課題 の つと 考え 、 平 成 29 事務 年 度 を 通じ て 継続 的 に 学識 経験 者 、 シ ン 
クタ ンク 、 人 金融 機関 、 業 界 団体 等 か ら ヒ アリ ング 等 を 行っ て きま し た 。 

今 役 、 ヒ アリ ング 等 に お ける 指摘 事項 を 踏ま え 、 高 齢 化 が 進む 現状 や そ 
の 課題 に つい て 整理 ・ 分 析 し た 内 容 を 中 間 的 に と り ま と め 、 公 表 い た し ま 
し た 。 

中 間 的 な と り ま と めで は 、「 長 寿 化 の 進展 」、「 金 融資 産 の 伸び 悩み 」、 
「 資 産 の 高齢 化 」 と いっ た 問題 や 、「 資 産 寿命 の 延伸 」 と いっ た 課題 に つ 
いて 、 以 下 の 4 つの 視点 か ら 検討 を 進め る こと と し て お り ま す 。 


① 就労 ・ 積 立 ・ 運 用 の 継続 に よる 所 得 形 成 

② 資産 の 有効 活用 ・ 取 月 し 

③ 長生 き へ の 備え 、 資 産 承 継 

④ 高齢 者 が 安心 し て 資産 の 有効 活用 を 行う た め の 環 境 整 備 


今後 、「 中 間 的 な と り ま と め 」 の 内 容 を 踏ま え 、 対 応 策 の 具体 化 に 向け 
て 、 多 方 面 と 議論 を し な が ら 検 討 を 深め た いと 考え て お り ま す 。 


※ 詳し く は 、 人 金融 庁 ウ ェ ブ サイ ト の 「 報 道 発表 資料 」 か ら 、「 高 齢 社会 
に お ける 金融 サー ビス の あり 方 (中 間 的 な と り ま と め ) 」( 平 成 30 年 7 
月 3 日 ) に アク セス し て くだ さい 。 





「 企 業 会 計 審 議会 総会 」 の 開催 に つい て 





7 月 5 日 、 企 業 会 計 審議 会 総会 を 開催 し 、 監 査 基準 の 改訂 及び 会 計 を め 
ぐる 動向 に つい て 議論 が 行わ れ ま し た 。 


〇 監査 基準 の 改訂 に つい て 

平成 29 年 10 月 より 、 企 業 会 計 審 議会 監査 部 会 に お いて 「 監 査 報告 書 の 
透明 化 」 に つい て 審議 を 行い 、「 監 査 上 の 主要 な 検討 事項 」 の 記載 を 求め 
る 監査 基準 の 改訂 を 行う べき で ある と の 結論 に 至っ た こと か ら 、 監 査 部 会 
長 よ り 、 監 査 部 会 に お ける 審議 の 状況 及び 改訂 監査 基準 案 の 内 容 に つい て 
の 説明 が あり まし た 。 ま た 、 人 金融 庁 か ら 、 平 成 30 年 5 月 に 行っ た 監査 基 
準 の 改訂 に 関す る 意見 書 に か か る パブ リッ クコ メン ト の 状況 に つい て 報告 
し まし た 。 こ れ ら を 踏ま え 、 監 査 基 準 の 改訂 に 関す る 意見 書 が と り ま と め 
られ まし た 。 


〇 会 計 を めぐ る 動向 に つい て 
金融 庁 か ら 、 日 本 に お ける IFRS 任意 適用 企業 数 の 推移 や IFRS の 国際 的 
な 適用 の 進捗 状況 に つい て 説明 し まし た 。 ま た 、 財 務 会 計 基準 機構 
(FASF) か ら 、 国 際 会 計 人 材 の 育成 (国際 会 計 人 材 ネ ットワーク の シン ポ 
ジウ ム の 開催 等 ) に つい て 、 人 在 業 会 計 基準 委員 会 (ASBJ) か ら 、 日 本 基準 
の 高 品質 化 (収益 認識 基準 の 開発 等 ) や の れん の 償却 等 IFRS に 関す る 国 
際 的 な 意見 発信 に つい て 報告 され まし た 。 




















※ 詳し く は 、 人 金融 庁 ウ ェ ブ サイ ト の 「 審 議会 ・ 研 究 会 等 」 の 中 の 「 企 業 
会 計 審議 会 」 か ら 企 業 会 計 審 議会 総会 (平成 30 年 7 月 5 日 開催 ) の 
「 資 料 」 及 び 「 議 事 録 」 を ご 覧 くだ さい 。 





「FinTech 実証 実験 ハブ 」 の 支援 決定 案件 の 実験 結果 に つい て 





金融 庁 で は 、 フ ィ ン テ ッ ク を 活用 し た イノ ベー ショ ン に 向け た チャ レ 
ンジ を 加速 させ る 観点 か ら 、 フ ィ ン テ ッ ク 企 業 や 金融 機関 等 が 、 前 例 の な 
い 実 証 実験 を 行 お うと する 際 に 抱き が ちな 中 中 ・ 懸 念 を 払拭 する た め 、 平 
成 29 年 9 月 21 日 、「FinTech 実証 実験 ハブ 」 を 設置 し まし た 。 

今般 、 本 スキ ー ム に お ける 支援 を 決定 し た 第 1 号 案件 (平成 29 年 11 
月 2 日 公表 ) と 第 3 号 案件 (平成 30 年 5 月 7 日 公表 ) の 実証 実験 が 終了 
し 、 そ の 実験 結果 に つい て 、 お 知ら せ し ま す 。 


〇 第 1 号 案件 に つい て 
1. 実験 概要 

(1) 実験 内 容 
ブロ ッ ク チ ェ ー ン 技術 を 用 いて 、 顧 客 の 本 人 確認 手続 き を 金融 機関 
共同 で 実施 する シス テム の 構築 を 検討 (本 枠組 み に 参 加 す る 金融 機 
関 の い ずれ か で 本 人 確認 済み の 顧客 が 、 他 の 参加 金融 機関 この間 で 
新規 取引 を 行 お うと する 際 に は 再度 の 本 人 確認 を 実施 し な い 仕 組み 
を 検討 ) 。 

(2) 実験 期間 
平成 29 年 11 月 か ら 平 成 30 年 3 月 まで 

(3) 参加 金融 機関 等 
みず ほ フ ィ ナ ン シ ャ ル グ ル ー プ 、 三 井 住 友 フ ィ ナ ン シ ャ ル グ ル ー プ 、 
三菱 UFJ フィ ナン シャ ル ・ グ ルー プ 、 デ ロイ ト トー マツ グル ー プ 、 
SMBC 日 興 証券 、 大 和 証 券 、 千 葉 銀行 、 野 村 護 券 、 福 岡 銀行 、 み ず ほ 
証券 、 三 菱 UFJ モル ガン ・ ス タン レー 証券 


2. 結果 概要 

・ 本 実証 実験 に お いて 、 金 融 庁 と し て は 、 本 人 確認 に 係る 法 的 位置 付 
け の 検討 に 際 し 、「 犯 罪 に よる 収益 の 移転 防止 に 関す る 法律 施行 令 」 
第 13 条 に お ける 、「 あ る 金融 機関 へ が 、 他 の 金融 機関 に 委託 し て 
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顧客 と 取引 を 行う 場合 、 金 融 機関 が 既に 当該 顧客 の 本 人 確認 を 実 
施し て いれ ば 、 再 度 の 本 人 確認 は 不要 で ある 」 旨 の 規定 に つい て 、 
当該 「 委 託 」 に は 、 契 約 締結 権 ま で 委託 せ ず 、 本 人 確認 の み 委託 す 
る こと も 含ま れる と の 法令 解釈 を 、 関 係 省 庁 に 確認 し た 上 で 提供 す 
る な ど 、 各 種 法令 解釈 に つい て サポ ー ト を 実施 し まし た 。 

・ 本 実証 実験 に お ける ブロ ッ ク チ ェ ー ン 技術 を 活用 し た 本 人 確認 方 法 
は 、 今 回 要件 と し て 定義 し た レベ ル の 本 人 確認 に 対し て 技術 的 に は 
十分 に 運用 可能 で ある こと が 確認 され まし た 。 一 方 で 、 ブ ロッ クチ 
ェ ー ン 管理 機関 (コン ソー シア ム ) の あり 方 (担い 手 ・ 組 織 な ど ) 
や コン ソー シア ム 職 員 の 陣容 ・ 必 要 な スキ ル 水 準 と いっ た 業務 面 に 
お ける 検討 課題 も 残り まし た 。 

・ な お 、 今後 は 、 全 国 銀 行 協会 に 新た に 設置 され た 「AML/CFT 態勢 高 
度 化 研究 会 」 (平成 30 年 6 月 設置 ) に お いて 、 本 実証 実験 の 結果 も 
参考 に し な が ら 、 本 人 確認 事務 等 の 共同 化 に 関し 、 幅 広く 研究 が 行 
われ る 予定 で す 。 


【 ご 参考 (関連 サイ ト : 参加 金融 機関 等 に お ける ニュ ー ス リリ ー ス )】 
・ デトロイト トー マツ グル ー プ 
・ 一 般 社団 法人 全国 銀行 協会 (実証 実験 結果 に つい て ) 
5 (AML/CFT 態勢 高度 化 研究 会 に つい て ) 


〇 第 3 号 案件 に つい て 

1. 実験 概要 

(1) 実験 内 容 
現状 、 金 融 機関 で は 、 営 業 員 が 作成 し た 金融 商品 販売 時 の 応接 記録 
や 顧客 か ら 寄 せら れる 様々 な 声 (意見 ・ 申 し 出 ) の 記録 が 数 多く 作 
成 ・ 蓄 積 さ れ て お り 、 そ れ ら の 記録 に お ける コン プラ イア ンス 違反 
の チェ ッ ク 及 び 顧 客 か ら の 苦情 等 の 抽出 に 係る 確認 業務 を 行っ て い 
ます 。 本 実証 実験 で は 、 そ うし た 記録 一 つ ー つ (銀行 で は 応接 記録 、 
証券 会 社 で は 顧客 の 声 ) に 対し 、 人 工 知能 (AI1) が スコ アリ ング し 
確認 の 優先 順位 付け を 行う こと で 、 確 認 業 務 を 効率 化 ・ 高 度 化 で き 
る か を 検証 し まし た 。 

(2) 実験 期間 
平成 30 年 5 月 か ら 6 月 まで 

(3) 参加 金融 機関 等 
FRONTE0、 三 菱 UFJ 銀行 、 り そ な 銀 行 、 横 浜 銀 行 、SMBC 日 興 証券 


2. 結果 概要 

・ 本 実証 実験 で は 、AI に よる 優先 順位 付け の 上 で の 確認 方 法 ( 新 方 
法 ) と 、 優 先 順位 付け を 行わ な い 確認 方 法 (現行 方 法 ) で 対照 実験 
を 行い 、Al を 活用 する こと で 応接 記録 の 確認 業務 を 効率 化 ・ 高 度 化 
で きる か を 検証 し まし た 。 

・ この 実証 実験 の 過程 で 、 例 えば Al に よる 判定 基準 や 学習 済み モデ ル 
の 信頼 性 等 に 関す る 検証 を 合理 的 な 方 法 ・ 間 隔 で 行う 等 、 適 切な 運 
用 が な され て いる の で あれ ば 、 法 令 ・ 監 督 指針 上 、 金 融 機関 に よる 
確認 業務 に 関し 、AI に よる 一 次 確認 を 介する 運用 を 行う こと に 特段 
の 問題 は な いと 考え られ る 旨 を 、 人 金融 庁 か ら 回 答 し まし た 。 

・ 実証 実験 の 結果 、AI を 活用 する 新 方 法 は 、 現 行方 法 に 比べ て 、 確 認 
業務 の 精度 は 同等 以上 を 維持 し た 上 で 、 短 時 間 で より 多い 確認 業務 
を 完了 で き 、AI の 活用 が 確認 業務 の 効率 化 ・ 高 度 化 に 資す る 可能 性 
が ある こと が 示さ れ ま し た 。 

・ 今後 、 金 融 機 関 に よる 確認 業務 に Al を 適切 に 活用 する こと に より 、 
金融 機関 の 業務 の 生産 性 向上 等 が 期待 され ます 。 


【 ご 参考 (関連 サイ ト : 参加 金融 機関 等 に お ける ニュ ー ス リリ ー ス )】 
・ FRONTEO 
・ SMBC 日 興 証券 





※ 詳し く は 、 金 融 庁 ウェ ブサ イト の 「 報 道 発表 資料 」 か ら 『「FinTech 
実証 実験 ハブ 」 初 の 支援 決定 案件 の 実験 結果 に つい て 』 (平成 30 年 7 月 
17 日 )、「FinTech 実証 実験 ハブ 」 支 援 決定 案件 の 実験 結果 に つい て 」 
(平成 30 年 8 月 1 日 ) に アク セス し て くだ さい 。 














その 「 も うけ 話 」、 大 丈夫 で すか ? 














〇 _ 仮 想 通貨 に 関す る トラ ブル に ご 注意 くだ さい ! 
イン ター ネッ ト を 通じ て 電子 的 に 取引 され る 、 い わ ゆ る 「 仮 想 通貨 」 
を めぐ る トラ ブル が 増加 し て いま す 。 ま た 、 仮 想 通 貨 の 交換 と 関連 付け 
て 投資 を 持ち 掛け 、 ト ラブ ル と な る ケー ス が 増え て いま す 。 
改正 資金 決済 法 等 の 施行 に 伴い 、 仮 想 通 貨 交 換 業 者 は 金融 庁 ・ 財 務 局 
へ の 登録 が 義務 付け られ て いま す 。 取引 の 際 に は 金融 庁 ・ 財 務 局 に 登録 
され た 事業 者 で ある か 確認 する と と も に 、 下 記 の 注意 点 に 気 を 付け る よ 
うに し て くだ さい 。 
@ 仮想 通貨 は 「 法 定 通貨 」、 で は あり ませ ん 。 
@ 仮想 通貨 は 、 価 格 が 変動 する こと が あり ます 。 
@ 仮想 通貨 交換 業者 は 登録 が 必要 で す 。 利用 する 際 は 登録 を 受け た 事 
業者 か 確認 し て くだ さい 。 
@ 仮想 通貨 の 取引 を 行う 場合 は 事業 者 か ら 説 明 を 受け 、 内 容 を よく 理 
解 し て か ら 行 っ て くだ さい 。 
@ 仮想 通貨 や 詐欺 的 な コイ ン に 関す る 相談 が 増え て いま す 。 詐欺 や 悪 
質 商法 に 御 注意 くだ さい 。 


© 金融 店 ウェ ブサ イト で は 、 勧 誘 を 行う 業者 が 金融 庁 (財務 局 ) の 
登録 を 受け て いる か を 確認 で きま す 。 


! 
仮想 通貨 交換 業者 登録 一 覧 (金融 庁 ウ ェ ブ サイ ト ) 





〇 ICO(Initial Coin Offering) に 関す る 注意 喚起 に つい て 

一 般 に 、I CO(Initial Coin Offering) と は 、 企 業 等 が 電子 的 に ト 
ー ク ン (証票 ) を 発行 し て 、 公 衆 か ら 資 金 調達 を 行う 行為 の 総称 で す 。 
トー クン セー ル と 呼ば れる こと も あり ます 。 

全 世 界 で ICO に よる 資金 調達 が 急増 し て いま す が 、[ CO に より 発 
行 さ れる トー クン を 購入 する 際 に は 、 次 の よう な 高い リス ク が あり ます 。 


@ 価格 下落 の 可能 性 


トー クン は 、 価 格 が 急落 し た り 、 突 然 無 価 値 に な っ て し まう 可能 性 
が あり ます 。 
@ 詐欺 の 可能 性 
一 般 に 、I CO で は 、 ホ ワイ トペ ー パ バー ( 注 ) が 作成 され ます 。 し 
か し 、 ホ ワイ トペ ー バ パー に 掲げ られ て いた プロ ジェ クト が 実施 され な 
か っ た り 、 約 束 さ れ て いた 商品 や サー ビス が 実際 に は 提供 され な い リ 
スク が あり ます 。 ま た 、 1 CO に 便乗 し た 詐欺 の 事例 も 報道 され て い 
ます 。 
( 注 ) ICO に より 調達 し た 資金 の 使い 道 (実施 する プロ ジェ クト の 内 
容 等 ) や トー クン の 販売 方 法 な ど を まとめ た 文書 を いい ます 。 
トー クン を 購入 する に 当たっ て は 、 こ の よう な リス ク が ある こと 
や 、 プ ロジ ェクト の 内 容 な ど を し っ か り 理 解 し た 上 で 、 自 己 責 任 で 
取引 を 行う 必要 が あり ます 。 


〇 金融 庁 ウ ェ ブ サイ ト で は 、 1 CO の 利用 者 及び 事業 者 に 対す る 注 
意 喚起 を 掲載 し て お り ま す 。 
! 


「I CO に つい て ^ ぐ 利用 者 及び 事業 者 に 対す る 注意 喚起 」 (金融 
庁 ウ ェ ブ サイ ト ) 





〇 _ 詐欺 的 な 投資 勧誘 に ご 注意 を ! 

「 未 公開 株 」 や 「 フ ァ ン ド 」 取 引 に 関す る 詐欺 的 な 投資 勧誘 が 多発 し 
て いま す 。 く れ で ぐれ も ご 注意 くだ さい ! 

実際 に 投資 を 行う か どう か の 判断 は 、 取 引 内 容 を 十分 に 理解 し た 上 で 
行う こと が 重要 で す 。 少 し で も 不審 に 思っ た 場合 に は 、 取 引 を 見 合わ せ 
る こと を 含め て 、 慎 重 に 対応 する こと を お 勧め し ます 。 


一 般 H に 、 幅 広い 投資 家 に 「 未 公開 株 」②④「 私 募債 」 の 取引 の 勧誘 
が 行わ れる こと は 、 考 えら れ ま せん 。 


! 
・ こ うし た 取引 の 勧 読 を 行う こと は 、 法 律 違反 の 可能 性 が あり ます 
の で 、 絶 対 に 関わ ら 5 な いよ うに し て ぐだ さい 。 





金融 庁 ゆ 証券 取 引 等 監視 委員 会 の 職員 が 、 電 話 等 に より 、 投 資 に 関 
し て 情報 提供 ゆ ア ドバイ ス を 行う こと や 、 民 間 の 業者 等 に 対す る 投 
資 に 関 写 する こと は 一 切 あ り ま せん 。 
! 
・ こ つ し た 取引 の 勧 読 は 、 い わ ゆ る 劇場 溝 の 投資 詐欺 等 で め あり 、 絶 
対 に 関わ ら な いよ うに し て くだ さい 、。 


法律 上 、 幅 広い 投資 家 に 対し て 、 組 合 な ど フ ァ ン ド へ の 出資 の 勧誘 
を 行え る の は 、 金 融 庁 (財務 局 ) の 登録 ・ 届 出 を 受け だ 業者 に 限ら 
れ ま す 。 


! 
・ こ れ 以 外 の 者 が 勧誘 を 行う こと は 、 法 律 違 反 の 可能 性 が あり ます 
の で 、 絶 対 に 関 ら な いよ うつ に し て ぐだ さい 。 
・ た だ し 、 登録 や 届出 を 行っ て いる 業者 に つい て も 、 金融 庁 ・ 財 務 
局 が 、 そ の 業者 の 信用 力 等 を 保証 する も の で は あり ませ ん 。 登録 


業者 等 か ら フ ァ ン ド へ の 出資 の 勧誘 等 を 受け た 場合 で も 、 ぞ の 業 
者 の 信用 力 を 慎重 に 見 極め る こと と も に 、 取 引 内 容 を 十分 に 理解 し 
た 上 で 、 投 資 を 行う か どう か の 判断 を する こと が 生 有 要 で す 。 


© 金融 庁 ウ ェ ブ サイ ト で は 、 よ り 詳 しい 情 報 、 勧 誘 を 行う 業 者 が 金 
融 庁 財務局) の 登録 を 受け て いる か を 確認 で きま す 。 
\ 
免許 ・ 許 可 ・ 登 録 等 を 受け て いる 業者 一 覧 (金融 庁 ウ ェ ブ サイ ト ) 


⑥ な お 、 金 融 庁 (財務 局 ) の 登録 を 受け て いる 業者 で あっ て も 、 
・ ぞ その 信用 カカ な ご が 保証 され て いる も の で は あり ませ ん 。 
・「 元 本 保証 」「 絶 対 に 儲かる 」 な どこ と 説明 し て 勧 読 する こと は 、 
祭 じ られ て いま す 。 
・ 詳 細 は 下記 ウェ ブサ イト に アク セス し て ぐだ さい 。 


! 
詐欺 的 な 投資 勧誘 等 に ご 注意 くだ さい ! (金融 庁 ウ ェ ブ サイ ト ) 





これ ら 不 審 な 勧誘 を 受け た 場合 に は 、 金 融 庁 金融 サー ビス 利用 者 相談 
室 に 情報 を ご 提供 下さ い 。 








金融 店 金融 サー ビス 利用 者 相談 室 (受付 時 間 : 平日 10 時 <17 時 ) 
電話 (ナビ ダイ ヤル ) : 0570 一 016811 
※TP 電 話 か ら は 、03 一 5251 一 6811 に お か け く だ さい 。 
FAX : 03 一 3506 一 6699 



































情報 提供 窓口 

証券 取引 等 監視 委員 会 で は 、 資 料 ・ 情 報 収 集 の 一 環 と し て 、 広 く 一 
般 の 皆様 か ら 、「 相 場 操 縦 」 や 「 内 部 者 取引 」、「 風 説 の 流布 」 と いっ た 
個別 銘柄 に 関す る 情報 、「 有 価 証券 報告 書 等 の 虚偽 記載 」 や 「 疑 わし い 
ファ イナ ンス 」 と いっ た 発行 体 に 関す る 情報 、「 金 融 商品 取引 業者 に よ 
る 不正 行為 等 」 に 関す る 情報 、「 疑 わし い 金 融 商品 ・ フ ァ ン ド な どの 募 
集 」 に 関す る 情報 な ど 、 市 場 に お いて 不正 が 疑わ れる よう な 情報 の 提 
供 を 電話 や 郵送 、F AX、 イ ンタ ーネット 等 に より 受け 付け て いま す 。 
寄せ られ た 情報 は 、 各 種 調査 ・ 検 査 や 日 常 的 な 市 場 監視 を 行う 場合 の 
有用 な 情報 と し て 活用 し て いま す 。 
( 注 ) 個別 の トラ ブル 処理 ・ 調 査 等 の 依頼 に つき まし て は 対応 し て いま 
せん の で 、 ご 了承 くだ さい 。 





る 証券 取引 等 監視 委員 会 情報 提供 窓口 
https: //www. fsa. go. jp/sesc/watch/ 
直 通 :0570 一 00 一 3581 (ナビ ダイ ヤル ) 
※※ IP 電話 等 か ら は 、03 一 3581--9909 に お か け く だ さい 。 

代 表 :03 一 3506 一 6000 (内 線 3091、3093) 
FAX : 03 一 5251 一 2136 
郵送 (共通 ) : 〒100 一 8922 
東京 都 千 代田 区 霞が関 3ー2 一 1 中 央 合同 庁舎 第 7 号館 

















証券 取引 等 の 不正 に 関す る 情報 提供 は 、 こ ちら まで お 願い し ます 。 
30970-00-3581 代 03-3581-9909 
hiips://www.fsa.go.jp/sesc/watch/ 
いで 合 は こち ら ま で 〒100-8922 東京 都 千 代田 区 固 間 3-2-1 中 央 合同 庁舎 箕 7 号館 FAX.03-5251-2136 


郵送 ・FAX の 考 合 は 












軸 会 は 因 の 得 で す 。 情報 理 伝 者 の プラ イバシー は 尊 守 し ます 。 [: 還 和 滞 
も. に ネー 


②) 年 金 運 用 ホッ トラ イン 
平成 24 年 4 月 より 、 年金 運 用 の 分 野 に 関し 、 実 名 で 情報 提供 いた 
だ ける 方 を 対象 と する 専用 の 窓口 (年 金 運 用 ホッ トラ イン ) を 設置 し 、 
投資 運用 業者 に よる 疑わ し い 運 用 等 の 情報 等 、 幅 広い 情報 の 収集 に 努 
め て いま す 。 特 に 詳細 な 情報 提供 を 頂け る 場合 、「 年 金 運 用 の 専門 家 」 
が 対応 いた し ます 。 こ れ ら 専用 の 窓口 も 、 是 非 ご 利用 下さ い 。 





る 証券 取引 等 監視 委員 会 年 金 運 用 ホッ トラ イン 
https ://www. fsa. go. jp/sesc/support/pension. htm 
直 通 :03 一 3506 一 6627 
電子 メー ル : pension-hotline@fsa. go. jp 











(3 公益 通報 ・ 相 談 窓口 


よる 相談 の 対応 も 行っ て いま す 。 
証券 取引 等 監視 委員 会 公益 通報 ・ 相 談 窓口 
https ://www. fsa. go. jp/sesc/koueki/koueki.htm 
直 通 :03 一 3581 一 9854 
F A X : 03 一 5251 一 2198 
電子 メー ル : koueki-tsuho. sesc@fsa. go. jp 























金融 行政 モニ ター に つい て 


金融 行政 に 関す る ご 意見 ・ ご 提言 ・ ご 批判 な ど を お 聞か せく だ さい !! 
金融 庁 に お いて は 、 外 部 の 皆様 か ら の ご 意見 ・ ご 提言 ・ ご 批判 な ど を 受け る こと に よっ て 、 よ り よ い 


金融 行政 の 遂行 を 目指 し て お り ま す 。 


名 庁 で は 、 こ れ ま で も 様々 な 手法 に より 介 肝 や ー 放 の 方 々 か ら 、 金融 行政 に 関す る ご 覧 見 等 
お 伺い し て お り まし た が 、 金融 棋 関 な どか ら は 、 聴 き 手 が 金 融 訂 職員 で ある こと に より 、 必 ず し も 率直 
な 意見 等 を 言う こと は 難し いと の ご 指摘 も ある と ころ で す 。 こ の よう な 点 に 鑑み 、 欠員 で は な く 
中 立 的 な 第 三 者 で ある 外部 専門 家 (以下 、6 名 ) が 直接 に ご 意見 ・ ご 提言 ・ ご 批判 な ど を お 聞き する た 
め 「 人 金融 行政 モニ ター 受付 窓口 」 を 設置 する こと と し 、 寄 せら れ た ご 意見 等 を 金融 行政 に 反映 で きる 仕 
組み を 構築 し まし た 。 a 

0 本 金融 庁 に 対し て 直接 ご 意見 等 を 提出 し て 頂く た め の 「 人 金融 行政 ご 意見 受付 窓口 」 も 
ロ \ た に 

金融 庁 に お いて は 、 外 部 か ら の ご 意見 ・ ご 提言 ・ ご 批判 な ど を 受け る こと に よっ て 、 よ り よ いし 金融 行 
政 の 遂行 を 目指 し て お り ま す の で 、 こ れ ら の 窓口 を 積極 的 に ご 活用 いた だ きま す よ うお 願い いた し ます 。 


(敬称 略 ) 
弁護 士 (長島 ・ 大 野 ・ 常 松 法律 事務 所 パー トナ ー) 
(株 ) 日 本 総合 研究 所 理事 長 
学習 院 大 学 法務 研究 科 教授 
フォ スタ ー・ フ ォ ー ラ ム (良質 な 金融 商品 を 育て る 会 ) 世話 人 
東京 経済 大 学 経営 学部 教授 
弁護 士 (伊藤 見 富 法律 事務 所 シニア ・ カ ウン セラ ー) 


窓口 の ご 案内 


全 融 行政 に ご 意 | | 学識 経験 者 
| 見 等 を お 持ち の 方 請 放 シン クタ ンク 


る 


金融 行政 モニ ター 委員 に 対し 、 
直接 ご 意見 等 の 提出 を 望む 場合 


金融 行政 ご 意見 受付 窓口 人 金融 行政 モニ ター 受付 窓口 


URL : https://www.fsa.go.jp/monitor/ URL : https://www.fsa.go.jp/monitor/ 
gyouseiqoiken.htrnl ayouseimonitor.html 


ご 意見 等 の 提出 














ご 意見 等 提出 方 法 : 電話 、FAX、 ウ ェ ブ ゼ サ ご 意見 等 提出 方 法 : 電子 メー ル 
イト 、 郵 送 
電話 番号 : 0570-052100 (ナビ ダイ ヤル ) 電子 メー ル ア ド レス : 

(iP 電話 (は 、 03-3501-2100) kinyugyoseirmo nito r@ 信 a.go_.jp 
FAX 和 番号 : 03-3506-6699 
ウェ ブサ イト : 上 記 URL 参 照 
季 B 送 先 : 

〒100-8967 
東京 都 地代 田 区 甘 ケ 関 3-2-1 金融 行政 モニ ター に 
金融 庁 金融 サ ービス 利用 者 相談 朗 

『「 金 融 行政 ご 意見 受付 窓口 」 


※ 詳し く は 、 人 金融 庁 ウ ェ ブ サイ ト の 「 人 金融 行政 モニ ター」 に アク セス し 
て くだ さい 。 


※ 身 語 で の ご 意見 等 も 受け 付け て お り 
ます 。 
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中 小 企業 等 金融 円 滑 化 相談 窓口 





各 財 務 局 ・ 財 務 事 務 所 に 中 小 企業 等 金融 円 滑 化 相談 窓口 を 設置 し て いま 
す 。 ど う ぞ ご 遠慮 な く 、 ご 相談 くだ さい 。 
@ 以下 の 点 に つい て 、 ご 質問 ・ ご 相談 等 は ご ざい ませ ん か 。 
① 中 小 企業 金融 円 滑 化 法 の 期限 到来 後に お ける 金融 機関 や 金融 庁 ・ 
財務 局 の 対応 
② 借入 れ や 返済 に つい て 、 取 引 金 融 機関 と の 間 で お 困り の こと 
③ 経 営 改善 や 事業 再生 に 関す る 中 小 企業 支援 策 の 内 容 
@ 各 財 務 局 ・ 財 務 事 務 所 の 担当 職員 が 、 皆 様 の さま ざま な ご 質問 や ご 
相談 等 に お 答え いた し ます 。 ま た 、 助 言 等 も 積極 的 に 行い ます 。 
@ ご 相談 内 容 に 応じ て 専門 の 機関 を ご 紹介 いた し ます 。 
《 受 付 時 間 》 平日 9 時 <16 時 


※ お 問い 合わ せ 先 に つい て は 、「 ご 相談 は 財務 局 ・ 財 務 事 務 所 の 金融 円 
滑 化 窓口 へ ! 中 小 企業 等 金融 円 滑 化 相談 窓口 の ご 案内 上 」 に アク セス 
し て くだ さい 。 


東日本 大 震 災 関連 情報 


金融 庁 で は 、 引 き 続 き 、 以 下 を 窓口 と し て 「 東 日 本 大 震 災 関連 情報 」 を 
提供 し て いま す 。 


金融 庁 ウ ェ ブ サイ ト 
「 東 日 本 大 震 災 関連 情報 」 
(URL : https : //www. fsa. go. jp/ordinary/earthquake201103. html ) 
「 金 融 機 関 等 の 相談 窓口 一 覧 」 
(URL:https ://www. fsa. go. jp/ordinary/earthquake201103/20110325- 
1.html) 


「 文 東日本 大 震 災 関連 情報 」 


金融 庁 携帯 サイ ト 上 
(URL : https ://www. fsa. go. jp/m/qguake/jishin. html ) 回 





メー ル 配 信 サ ービス の お 知ら せ 


金融 庁 、 証 券 取引 等 監視 委員 会 、 公 認 会 計 士 ・ 監 査 審査 会 の 各 ウ ェ ブ サ 
イト で は 、 メ ー ル 配信 サー ビス (日 本 語 版 ・ 英 語 版 ) を 行っ て いま す 。 
メー ル ア ド レス を 登録 し て いた だ きま す と 、 
@ 金融 庁 か ら は 、 毎 月 発行 し て いる アク セス F SA や 、 日 々 発表 され 
る 各種 報道 発表 な ど 、 
@ 証券 取引 等 監視 委員 会 か ら は 、 証 券 取引 等 監視 委員 会 ウェ ブサ イト 
の 新着 情報 や 、 証 券 取引 等 監視 委員 会 の 問題 意識 等 の メッ セー ジ な ど 、 
@ 公認 会 計 士 ・ 監 査 審査 会 か ら は 、 公 認 会 計 士 ・ 監 査 審査 会 ウェ ブサ 
イト の 新着 情報 な ど 、 
@ 調達 情報 か ら は 、 調 達 情 報 サ イト に 掲載 され た 金融 庁 の 入札 広告 等 
の 調達 情報 が 、 登 録 い た だ いた メー ル ア ド レス に 配信 され ます 。 
御 希 望 の 方 は 、 こ の 機会 に 下記 か ら ア クセ ス し て 登録 し て くだ さい ! 




















日 本 語 版 英語 版 
金融 庁 「 新 着 情報 メー ル 配 信 サ |Subscribing to E- 
ービス 」 mai | Information 
Service 
証券 取引 等 監視 委 | 「 メ ー ル マガ ジン 配信 サ | Subscribing to 上 - 
員 会 ービス 」 mai | Information 
Service 
公認 会 計 士 ・ 監 査 |「 新 着 情 報 メ ー ル 配信 サ |Subscribing to E- 
審査 会 ービス 」 mai| Information 
Service 
調達 情報 「 調 達 情 報 メ ー ル 配信 サ ー 
ービス 」 
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